
                  

平成 29 年 1 月 5 日 
 

細胞に生えている「毛」の先端が千切れる現象を発見 
 
＜概要＞ 

浜松医科大学細胞分子解剖学講座の池上浩司准教授、米国ジョンズ・ホプキンス大学細胞生

物学部の井上尊生准教授らの研究グループは、からだの中の細胞に生えている「一次繊毛」

と呼ばれるミクロの毛を解析し、毛の先端が千切れて細胞の外に放出される現象を発見しま

した。また、細胞の外に放出された毛の先端部分に含まれているタンパク質を高精度に検出

する方法を確立しました。さらに、毛の先端が千切れる現象の役割も明らかにしました。今

後、一次繊毛の異常が原因で起きる病気の理解や、千切れて細胞の外に放出された一次繊毛

の先端部分の利用に関する新しい技術開発につながることが期待されます。 
これらの成果は、米国科学雑誌「Cell（セル）」に、日本時間 1 月 13 日（金）午前 2 時に

公表されます。 

＜研究の背景＞ 

私たちヒトのからだを作っている細胞には「一次繊毛」と呼ばれる長さ数ミクロンの非常に

小さな毛が生えています（参考図 1）。細胞に生えているこのミクロの毛はからだの形（から

だの右左や指の数）を決めたり、からだの中のさまざまな臓器の働きを正常に保ったりする

重要な働きを持っています。一次繊毛の形や働きがおかしくなると、からだの中の様々な臓

器に異常が出ます。これまで一次繊毛が何をしているかについては世界中の研究者が盛んに

研究してきましたが、細胞を長時間観察した時に起こる一次繊毛の形の変化、そのメカニズ

ムや意義については不明な点が残っていました。 

＜研究の成果＞ 

今回研究グループは、細胞を生きたまま観察するタイムラプスイメージング技術を用い、細

胞の分裂を引き起こす刺激により細胞の表面に生えている一次繊毛の先端が脂質膜でできた

小さな粒として千切れる現象を発見しました（参考図 2）。また、近年目覚ましく発展してい

るゲノム編集技術と質量分析技術を駆使し、一次繊毛から千切れて細胞の外に放出された小

さな脂質膜の粒に含まれているタンパク質を検出し同定することに成功しました。さらに、

一次繊毛の先端が千切れるメカニズムの一部を明らかにし、先端が千切れる現象を阻害する

方法を開発し、一次繊毛の先端が千切れることが一次繊毛の縮小と細胞の分裂をオンにする

きっかけになっていることを明らかにしました。 

＜今後の展開＞ 

今後、今回同定された一次繊毛から千切れて放出された脂質膜の粒に含まれるタンパク質の

働きを解析することで、放出された脂質膜の粒が担う役割も明らかになると期待しています。

その結果、一次繊毛の形や機能の異常によって起きている一部の病気の理解が進むことも期

待されます。さらに、薬や光で細胞を操作して粒に特定のタンパク質や物質を集めたり、同

じく薬や光で一次繊毛の先端が千切れる現象を操作したりして、放出された脂質膜の粒をマ

イクロカプセルとして利用するなどの新しい技術開発につながることが期待されます。 
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＜参考図＞ 

 

図 1：細胞に生えている一次繊毛（赤）

（水色は細胞の核を示しています） 

図 2：一次繊毛の先端が千切れる瞬間

（時間表記は「分：秒」） 


